
Ⅰ　２学年の担任・副担任の先生方
学年主任：山元（英語）　副主任：熊切（国語）

ホーム ２１H ２２H ２３H ２４H ２５H ２６H

担　任 坂下 石野 加藤 熊切 宮崎 芝田
教科 理科 数学 地歴・公民 国語 保健体育 英語

副担任 佐渡 黒畑 山元 平 南 河崎
教科 国語 数学 英語 英語 家庭 数学

Ⅱ　今年度取り組んで欲しいこと
　①　基本的生活習慣の確立
　　１　身なりを整えましょう。（ネクタイ・リボン着用時のシャツのボタンを留める、スカートのはき方）

　　２　ST、授業の開始・終了時のあいさつをしっかりしましょう。

　　３　分割授業が昨年に比べて多くなります。チャイム前に教室の移動を完了しましょう。

　②　学習習慣の確立
　　１　２年生は学習内容が１年次よりかなり難しくなります。予習・復習・授業に集中して頑張りましょう。

　　　　課題と朝テストは成績の一部です。決して疎かにせず満点を取る準備をして臨みましょう。

　　２　平日・休日について、学習の開始する時刻と起きる時刻・寝る時刻を決めましょう。

　　　　学習時間は週合計で最低15時間をキープしましょう。睡眠時間の確保も大事です。

　　３　３年生の１月に受験する大学入学共通テストの出題範囲の大部分が２年次までに学習する内容です。

　　　  苦手な科目や分野を作らない努力を続けましょう。思考力は確かな基礎学力の上に成り立ちます。

　③　目標を立てる
　　１　自身の将来について真剣に考え、進路志望を明確にしていきましょう。新聞記事やニュースに触れ

　　　  社会の出来事に関心を持ち視野を広げましょう。学びたい学問に出会うきっかけとなります。

　　２　進路関係の行事に積極的に参加し大学研究をしましょう。様々な入学形態を知る機会にもなります。

　　３　国語、数学、英語の学力アップをめざしてください。この３教科は大学入学共通テストにおける配

Ⅲ　今年度からの大きな変更点

Ⅳ　当面の行事予定
４月９日（木） ４月１０日（木）
　　８：４０～１０：００校内課題試験（国語） 　　理系：　１限　校内課題試験（化学）

　１０：１５～１１：３５校内課題試験（英語） 　　　　　　２限～７限　授業

　１２：２０～１３：４０校内課題試験（数学） 　　文系：　１限～７限　授業　（※教材を忘れないこと）　

　１３：５５～１４：４５LH（課題回収、学年集会など） 　　　　　（※５・６限　対面式・部紹介）

４月１４日（火）　生徒議会

４月１５日（水）　生徒会各種委員会①

４月１６日（木）　生徒会各種委員会②　第1回進路志望調査

４月１７日（金）　部一斉ミーティング・身体計測（５・６限）

５月　１日（金）　遠足

５月　７日（木）　１学期中間試験範囲・時間割発表

５月　９日（土）　PTA総会・２年進路講話（保護者対象）

５月１８日（月）～２１日（木）　１学期中間試験

＊修学旅行は6/9～6/12 行先は北海道です

　新２年生のみなさなん、いよいよ新年度の始まりです。スタッフが大幅に入れ替わり、皆さんを新しい形でサ
ポートしていくことになります。転任された坂本先生が言い残された「足を引っ張り合う集団ではなく、手を握
り、仲間を救い上げる集団であれ」という言葉が今でも心に残っています。横のつながりを大切にしながら、互
いに高め合っていきましょう。廣正先生におかれては、優しさと素直さをいつまでも大切にしてほしいというメッ
セージをいただきました。皆さんの長所を大切にしながら、まっすぐ目標に向かって進んでいきましょう。
  本日は私自身の誕生日であり、皆さんの希望に満ちた笑顔が素晴らしい誕生日プレゼントとなり、私の心を
弾ませます。進路や友人関係などで悩みが多くなる学年でもありますが、どんな些細なことでもいいので、是非
相談をしてください。私たち２年学年団スタッフは皆さんの学校生活、夢の実現を全力でサポートします。１年
間、どうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  　学年主任より
　

　「総合的な探究の時間」が火曜日７限、ロングホーム（LH）が木曜日７限になります。

　　　　点の半分以上を占めます。進路実現への近道はこの３教科を一年間でいかに固めるかがポイント

　　　　です。
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４月８日

テスト後課題を提出してくだ

さい。未提出者と再提出者に

は居残り学習会に参加するこ

ととなります。

全員完全提出！頑張れ！

朝学習は、１３日（月）から始まります。

各教科からの連絡を確認してください。

「I'm OK. You're OK! 自分の夢に誇りをもち、互いに認め合える集団になろう」


